
～憲法を知り考えるつどい～
ロシアのウクライナ侵略で世界の平和秩序が壊されています。

あのような悲惨な戦争が２１世紀の今 なぜ起きてしまったの？

どうしたら戦争を止めさせることができるのでしょうか？

この時とばかり「敵基地攻撃能力」「核共有」「軍拡」「９条改憲」が盛んに。

日本の平和と安全を守るに 私たちはどうしたら良いのでしょうか？

～ ご一緒に考えましょう ～

▼ 日時；６月５日（日）午後１：３０ 開場
午後２：００ 開会

▼ 場所； 印西市 市民活動支援センター
活動室１＆２（定員４０名）

６月より、通常の定員での利用が可能となりました。

▼ 講師； 小森陽一氏 （九条の会事務局長 東京大学名誉教授）

▼ お話； 憲法９条を生かした
安全保障と平和外交

【主催】 印西・九条の会
【後援】 印西市・印西市教育委員会

お誘い合わせてマスク着用でおいで下さい。Zoom によりオンライン参加もできます。

資料をご希望の方は３００円をご用意ください。

【お申込・お問合】 廣瀬邦治 090-1706-2572

k.hirose8394727@gmail.com
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印西・九条の会 市長懇談会を開催

印西・九条の会は３月３０日（水）、市民活動支援センターにおいて市長懇談会を開催、

板倉正直市長をお招きし、懇談しました。

ロシアの野蛮なウクライナ侵略で「戦争と平和」が国際的な大問題となる中、非核平和

都市である印西市として、核兵器廃絶と憲法９条を守る課題にどう向き合うか、板倉市長

の考えを伺いました。

これに対し、市長から、ウクライナの深刻な情勢に強い懸念が表明されました。
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ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する市長コメント

本日、印西市議会において「ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議」

が行われました。印西市長として、この度の決議に心から同意いたします。

ロシアによるウクライナへの軍事侵略と核兵器の使用を示唆する一連の行為は、国

際秩序を根幹から脅かす暴挙であり、力による一方的な現状変更は断じて許すことは

できません。

平成７年に「非核平和都市宣言」を行い、平成２２年に「平和首長会議」に加盟し

ております印西市の市長として、厳しく非難します。

既に子どもを含む民間人の尊い命が奪われ、今まさに多くの人々の命が危険に曝さ

れている現状は憂慮に堪えません。

ロシア軍の無条件での即時撤収を求めるとともに、日本や関係国においては、ウク

ライナへの人道支援と一日も早い平和的な解決に向けた努力を強く望みます。

令和４年３月１０日

印西市長 板倉 正直

【板倉正直市長のお話（要旨）】

ウクライナでは罪もない人々が殺されています。ロシアは

世界中からそっぽ向かれて自滅する。核兵器をチラつかせて

いるが、核を使ったら終わりです。これだけは絶対に止めな

いといけません。どのようにしてロシアを止めるか、世界中

が、日本も力を合わせて努力しています。日本もこの前の戦争では「大東亜共栄圏」

といってアジアに侵略し、あのような破局を迎えました。しかし戦後、平和憲法

９条によって日本は守られてきました。憲法９条のおかげで戦争に巻き込まれるこ

となく、経済発展を遂げてきました。戦争だけは起こしてはだめです。


